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富J. 」(f) 乎茫では、蒻冬でも曼盪が0℃以上のことが分く、大きく

成長したつららを見るこ℃はまれです。 それでも寒い日が饒く

と、大きく霰長したっちら抒‘暑見がり何太もたれさがなこ口があリ

ます。 軒先のつららは、日射や建物(])中 (})臆房 (j) 熟にょうて雷{J)

一器がとけ、その水が流れ恣ちる特に、寒冷は外気にふれて東って

できたものです。

つららの研究は過去にほこんどはく、最近に旦ってやっこ始忠

リましも。 その方法は主こ人工約につららをつくって、その成

長を藤べる℃いうものです。 1℃前後の水を 1介問に数戒～敦十

雌度の割合で．物につたわせて馨下(J) 空気中へ落じしてやる'C っ

ららの成長が親察できます。 水這、水豊、そして外気(})還度ザ、

つら切り成長の大ぎは要因Cはるわけです。 調^ くた結果、次のよ

うはことがわかってきまし已

i) 木還、水量を一定にすると、気量が低いほ℃成長甘遼いG

jl) 水這気濯も一定にして、上のようは水量の範囲で水量包嬉

していく℃、つわらの成甍は文房に遅くはリ、やがてつらら

ができはくはってしまう，ー更、 竜外に見た含すが、これは

ア）スの蜀度の約がもつ熟のたな）に、オ＼曇が匁くはる℃かえ

って凜リにくくはる力もです。



iii) 璽（こよってつららは、屈下側へ曲がって成長する。

i~ りつららは外側の水の膳を東わせて外側＼ダト1罰＼℃太リます訊

先聾部＇ごけは例外で、迎に外側がら中 1tf¥ 向かって東る郭令

がある （目参照）。 ですから、つらら包翰切リにした断面は、

中凡:)]"r; 外へ向かってでぎに水でできていることにはリ孟す。

こ(f) ようこ見讚汀隅仄炉刀区は⑪巧は闊立嘔『只古る

と、意外におもしろい皐哭がかく合れているものです心 自然界o戸‘
つららは、もちろん木塁水還、気温、そしてその偲の条件も千差

万別で、太いつわちやス

マートはつわりでこば`

このつわら翌ョくにこ万

たつららはど勿種クタ様で

す， まだ呑ビ、意ダ甘ふ

事実がかくれているがも
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